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１．営業外収益について

２．業績予想の修正について
１）平成29年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年 2月 1日 ～ 平成29年 1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,463 △ 48 △ 174 △ 95 △ 14.49 
今回修正予想(Ｂ) 1,423 △ 87 △ 149 △ 125 △ 19.00 
増減額(Ｂ－Ａ) △ 39 △ 38 25 △ 29 
増減率（%） △ 2.7 - - -

(ご参考)前期実績
（平成28年1月期）

1,600 △ 216 △ 195 △ 200 △ 30.34 

２）平成29年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成28年 2月 1日 ～ 平成29年 1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,086 △ 91 △ 195 △ 117 △ 17.86 
今回修正予想(Ｂ) 978 △ 117 △ 156 △ 133 △ 20.20 
増減額(Ｂ－Ａ) △ 108 △ 25 39 △ 15 
増減率（%） △ 9.9 - - -

(ご参考)前期実績
（平成28年1月期）

1,136 △ 203 △ 146 △ 152 △ 23.05 

３）修正の理由

（注意事項）

以　上

＜連結業績＞
　平成29年１月期通期連結会計期間におきましては、売上においては、フェライトコアは国内・中国市場
では増加いたしましたが、海外顧客の大幅な在庫調整による減少を補えず、前回修正予算を下回る14億２
千３百万円となる見込みです。損益面では、原価率の低減、経費等の削減に努めましたが、営業損益は、
売上の減少等の理由により前回修正予算を下回る、８千７百万円の損失となる見込みです。経常損益にお
いては、為替が第２四半期末に対し円安に移行したこと等により、１億４千９百万円の損失、親会社株主
に帰属する当期純損益は、平成28年12月９日に公表いたしました特別損失の計上等により、１億２千５百
万円の損失となる見込みです。

＜個別業績＞
　平成29年１月期通期会計期間の個別業績につきましては、連結業績において記載した理由と概ね同様の
理由により、売上高は９億７千８百万円、営業損失は１億１千７百万円、経常損失は１億５千６百万円、
当期純損失は１億３千３百万円となる見込みです。

　上記に記載した予想は、作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

営業外収益の計上、及び、業績予想の修正に関するお知らせ

　平成29年１月期第３四半期～第４四半期連結会計期間（平成28年８月１日から平成29年１月31日まで）
において営業外収益を計上するとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、平成28年９月５日に公表いたし
ました平成29年１月期通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

　為替相場の変動により、平成29年１月期第３四半期～第４四半期連結会計期間（平成28年８月１日から
平成29年１月31日まで）において、59百万円の為替差益を計上いたします。これは、主として当社保有の
外貨建資産に対する為替相場が第２四半期末に対し、急激に円安に推移したことにより発生した為替差益
であります。なお、表示につきましては、為替差損の減少として処理しております。


